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12･DLAフラクタルのくりこみ群アプローチ

静岡大･工短 長 谷 隆

DLAのフラクタル構造を解析するくりこみ群 〔1-3〕を紹介した｡ここで提案したくり

こみ群によって,DLAフラクタルの表面成長確率分布のマルチフラクタル構造 〔4,5〕を

解析的に調べることができる｡くりこみ群が適用できる幾何学的構造のイメージをっかむため

に, hierarchicalmodel(deterministicfractalmodelonahierarchicallattice)を提案した｡こ

のモデルによって表面電位分布のrecursionrelationとフラクタル次元及び｡一子スペクトラム

が厳密に計算することができる 〔6〕 ｡

ギーモデル, ドリフトを伴 うI)LAのクロスオーバーとマルチフラクタル構造 〔7,8],

viscousfingeratafimiteviscosityratio 〔9,10〕にこのくりこみ群を応用した｡界面の成長

速度を考慮に入れた結晶成長モデルのくりこみ群 〔11〕を定式化 し,臨界現象の臨界点として

DI｣Aフラクタルが現われることを示 した｡
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